
≪千葉県民体育大会の概要≫

【主催】千葉県、千葉県教育委員会、公益財団千葉県体育協会／【主管】体育協会加盟競技実施団体

■第69回大会サッカー競技（女子）組合せ/結果 成田代表（女子）の県民大会、過去の成績
開催年度 成績/対戦相手 優勝

　第55回 H14（2002）年度 記録確認中

2 　第56回 H15（2003）年度 記録確認中

0 　第57回 H16（2004）年度 第３位/船橋 市川

　郡市対抗 H17（2005）年度 １回戦敗退/千葉 千葉

5 　第58回 H18（2006）年度 第４位/千葉 船橋

0 　第59回 H19（2007）年度 １回戦敗退/松戸 船橋

　第60回 H20（2008）年度 第３位/市原 千葉

0 - H21（2009）年度

1 - H22（2010）年度

　第61回 H23（2011）年度 第３位/松戸 市川

0 　第62回 H24（2012）年度

1 　第63回 H25（2013）年度 中止

　第64回 H26（2014）年度 1回戦敗退/船橋 船橋

棄 　第65回 H27（2015）年度 1回戦敗退/千葉 千葉

権 　第66回 H28（2016）年度 1回戦敗退/船橋 船橋

　第67回 H29（2017）年度 1回戦敗退/千葉 船橋

0 　第68回 H30（2018）年度 市原

1 　第69回 H30（2019）年度 市川

0P4

0K2

■2回戦（対市原市戦）メンバー ■突破を試みる荒井選手

第３位/市原

八千代市

2/2

■成田市サッカー協会としては県民大会で上位入賞は悲願、女子は近年小差での１回戦敗退が続いていたが、
昨年大会で５大会ぶりに３位に入賞した。今年も1回戦を突破し過去一度もない３位以上に挑む。

八球
11:30
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市川市

船橋市

松戸市

第69回千葉県民体育大会サッカー競技（女子）（1/３）

【大会趣旨】昭和23年「ゆめ半島千葉国体」を契機に、広く県民の間に普及したスポーツを県民の健康増進と体
力の向上を図りながら、県内地域に振興し、地域文化の発展に寄与するとともに県民生活を明るく豊かにするも

【競技内容】夏季（３競技）、秋季（34競技）、冬季大会（２競技）とあり、それぞれ開催時期を設定する。

市原市
（昨年度優勝）

八球
11:00

【会場】22市１郡の各地開催、成田市はソフトボールと卓球が会場で、サッカー競技は男女とも市原市が会場。
【参加資格】監督・選手は千葉県内に（H31.４.30以前）居住者で、県内居住者で出身小中学校所在地からの参
加も可。１競技１名参加でアマチュアであり、学生生徒の参加は各競技実施要項に定めるとあり、サッカー競技
は高校生参加も可で中学生は不可。

【競技順位・配点】1位（8点）から8位（1点）、サッカー競技は1位（８点）から５位（2.5点）まで、成田市
男子は2017年大会同率３位で5.5点を挙げた、女子はしばらく上位入賞はなかったが昨年３位を確保した。昨年
（2018年）順位は男女総合で１位千葉、２位船橋、３位市川であり、成田市は過去13位以内の実績はない。

【競技規定】サッカー競技登録数は監督１名、選手25名を最大数とし、申込み後の変更は５名まで、試合は役員
７名、選手20名で交代は７名まで。競技時間は女子50分、男子60分/準々決勝70分でハーフタイム10分。
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習志野市

新メンバーを加えて挑み、２回戦で市原市に敗れながらも３位は確保

今年は、新旧メンバーの混成にミセスの応援で、急造ながらチームワークで挑みます。１回戦は八千代市との対
戦、試合は終始押し気味に進めながら得点できず、このままPK戦かと思われた後半終了間際に押し込んで辛くも
逃げ切り勝利しました。２回戦は昨年度優勝の市原市が相手。守備を固めてカウンター狙いでしたが、さすがに
甘くなく０－５で２回戦で敗退。しかし、２年連続３位を確保、成田市の県民大会ポイントUPにも貢献しまし
た。
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■昨年大会は、中止の２０１３年度を除き５年連続の一回
戦敗退の屈辱を晴らし見事に３位入賞した。今回大会は
どこまで行けるかオール成田女子のチャレンジは続く。

1回戦敗退/習志野

第３位/千葉



0 前半 0
1 後半 0

開催期日　　令和２年１月26日 開催場所　　　市原市　　八幡公園グランド
天　　候　　雨 ピッチ状況　　表面湿　人工芝　　観客数（ー)

監　督 監　督　　
コーチ 江角　覚/山田裕美子/濱田　義彦 コーチ

位置 背番号 名前 前・現所属/交代 位置 背番号 名前 前・現所属/交代

GK 1 佐藤　彰子 LC成田Mrs GK 1 太田　奈緒
DF 14 山田　空美 LC成田lady's DF 5 洞口　由衣
DF 24 飯田　玲菜 ★CAP/LC成田lady's DF 3 堀内　恵
DF 2 佐藤　碧海 船橋法典高 DF 13 鈴木　綾
DF 25 篠塚　百里 三里塚FC/・後半IN DF 14 山田　朝姫
MF 8 米田　季奈 LC成田U15OG FW 16 平田　さくら
MF 7 渡辺　菜摘 平成帝京/LC成田lady's MF 11 樋口　雅子
MF 18 小野瀬静香 LC成田lady's MF 6 徳重　貴代子
MF 23 宮脇　れい子 LC成田Mrs FW 12 関口　小百合
MF 11 森田　美弥 成田FC/LC成田Mrs MF 2 小林　穂美 前半●OUT
FW 9 中野　友里奈 三里塚FC FW 4 渡辺　美智子

ＳＵＢ ＳＵＢ
SUB 4 佐藤　弘美 三里塚FC/・後半IN SUB 15 那須　聡子 前半●IN
SUB 芝　菜奈美 LC成田U15OG/欠場

得点 後半25分　⑨中野／アシスト：-

■PK戦を覚悟した頃（試合終了間際）に決勝弾を決める友里奈 ■八千代市イレブン、最後の壁：GK太田選手が手強かった

■後半23分：ベンチがPK戦を覚悟しはじめた頃、八千代のペナルティエリアに侵入した⑱静香が放ったシュート
を相手GKがはじき、こぼれた所を友里奈が押し込んで決勝弾となります。これには成田ベンチも歓喜に湧きます。
試合はこのまま終了し、２年連続で１回戦を突破しました。

八千代市代表

【戦評・布陣】選手集めで厳しい中、ミセス（Mrs）参加で何とか形になりました。布陣は４－２－３－１、GKに
佐藤（彰）、空美と碧海のSBにDF両翼は森田・篠塚のMrsで張る。ボランチに玲菜・李奈で中を固め、右MFに菜
摘、左MFは宮脇、トップ下は静香、１トップ友里奈。中央を経験者＋若手の布陣です。攻撃は静香を起点に右MF
の菜摘が絡む片翼から崩す形。早めの先制点で主導権を取りたい所。八千代市は４－４－２の布陣でGKが経験者。

■前半12分：氷雨降る寒い天候ながら選手達はよく動き、成田優位に試合を進めますが、なかなか得点に結びつき
ません。最後尾から飛び出してSBの玲菜がミドルシュートを放ちますが枠を外れます。

■前半15分：間髪入れず成田が攻撃します。中盤が競り合いルーズになったボールを攻撃参加であげていたSBの②
碧海が拾い、そのままシュートまで持ち込むが、これも枠を捉えられず。

■後半５分：⑱静香がPエリヤ手前のいい位置でパスを受け、そのままドリブルでDFとGKをかわしながらシュート
が枠を外れます。その後、何度も守備ラインを破り相手GKと１対１でのシュートもありましたが、相手GKの飛出
しタイミングの良さもあり連続セーブされます。相手陣内で試合を進めながら先制点を奪えない事もあり、成田も
SB１枚（②碧海）を中盤まで上げ、守備のリスクを冒して攻め手を増やします。

0

第６９回 千葉県民体育大会サッカー競技(女子)（2/3）

1回戦結果：終始押し気味に戦いながらも僅差で勝利し１回戦突破なる

▲前半13分：絶好のシーンが成田に訪れます。ドリブルで右サイドから⑦奈摘が切り込んで相手守備陣を交わして
シュートするがGKが阻んでルーズボールになります。これを⑨友里奈が拾い、空いたゴールに爪先で蹴りこみ先制
と思いきや、蹴り弱くゴールに届かず、奈摘が再び押し込むが無情にもOFF-SIDEコールでNO-GOAL。

成田市代表 1



0 前半 0
5 後半 0

開催期日　　令和２年２月２日 開催場所　　　市原市　　八幡公園グランド
天　　候　　晴れ ピッチ状況　　表面湿　人工芝　　観客数（ー)

監督・コーチ 監督・コーチ

位置 背番号 名前 前・現所属/交代 位置 背番号 名前 前・現所属/交代

GK 1 文道　美音 GK 1 佐藤　彰子 LC成田Mrs

DF 3 志賀　朝子 DF 8 米田　季奈 NFC女子

DF 4 田中　優音 DF 24 飯田　玲菜 ★CAP/LC成田lady's

DF 5 中嶋　青空 DF 17 田中　瑞樹 成田国際高
DF 19 大方　しほ DF 25 佐藤　碧海 船橋法典高

MF 17 劉　夢夏 VONDS MF 7 渡辺　菜摘 平成帝京/LC成田lady's

MF 6 大谷　恵子 MF 6 横川　絵里 LC成田lady's

MF 7 加藤　彩 VONDS MF 23 宮脇　れい子 LC成田Mrs/後半OUT

MF 9 岡田　早紀子 MF 10 新井　佳穂 修徳/LC成田lady's

MF 16 三浦　梢 VONDS FW 18 小野瀬　静香 LC成田lady's

FW 13 加藤　瑞希 VONDS FW 9 中野　友里奈 三里塚FC

ＳＵＢ ＳＵＢ
SUB 14 土屋　千裕 後半IN SUB 19 佐藤　弘美 三里塚FC/・後半IN・OUT

SUB 2 高村　久美子 後半IN SUB 25 篠塚　百里 三里塚FC

SUB 11 八島　麻奈 VONDS SUB 13 榎戸　里帆 LC成田lady's

SUB 18 幸松　亜紀子 VONDS/後半IN SUB 11 森田　弥麻 LC成田Mrs/後半IN

■市原市イレブン、左サイドが手強かった ■前半は０－０と善戦、成田女子選抜イレブン

大野 祥、下原 正規、山越　康義、青柳 雄大、持田紀与美 江角　覚/山田裕美子/宇野　雅人/濱田　義彦

成田市代表

【戦評・布陣】２回戦はLC成田OGにも声をかけて集め、ミセスを加えて何とか戦えるメンバーとしました。１回
戦同様にCAPに布陣は任せます。GKに佐藤（彰）、守備陣は要の空美に代わって碧海を起用、玲奈のSBにDF両翼
は左から花梨、右に（米田）李奈で若手の経験者で固めます。中盤は初ボランチに菜摘、左に絵里、右にミセス宮
脇で固め、アタッカー陣はトップ下左に静香、右に佳穂、１回戦決定弾をいれた友里奈が１トップの４－３－２－
１。攻められる場面で静香・佳穂が落ちてきて４－５－１とし、攻撃時はカウンター勝機を見出す戦術。前３人だ
けの攻撃になるので中盤の押上げがカギ、守備固めて少ないチャンスを得点に結び付けたいところ。

■前半７分：市原がパワープレーです、左サイドを足で攻められ自陣ぺナエリヤ付近まで侵入を許したうえ、ミド
ルシュートをうたれますが、これはクロスバー直撃で前半最大の危機を逃れます。

■前半24分：間髪入れず市原が反撃。左から足で崩され自陣深く侵入を許します。菜摘達守備陣が体を張っての競
合い後のルーズボールを拾われ、シュートまで持ち込まれますが、GKが体ではじいて阻む。こ前半は攻める場面も
多く、守備固めも効いてか強敵相手に０－０で折り返します。

▲後半４分：硬かった成田守備にほころびが生じます。成田ゴールキックが、ミスキックとなり自陣ぺナエリヤ内
で相手に拾われ、そのまま失点。ここから成田のリズムが崩れ始めます。

0

▲後半23分：成田も守備のリスクを負いながらもSB玲奈を前に上げて前がかります。しかし、市原の猛攻は収まら
ず、左サイドが破られボランチ菜摘が寄せてできた中のスパースにパスをとおされて４点目を献上。

▲後半25分：左サイドを市原⑯に突破され、守備陣が寄せるも振切られゴールラインぎりぎりからシュート打たれ
ます。GKが触るもボールはこぼれて５点目を失います。試合はそのまま終了して０－５の完敗となりました。前半
いい形で折り返しただけに残念な結果ですが、急造イレブンでよく健闘したとも思います。

▲後半１5分：自陣ぺナエリヤ中央で、市原⑯に切り込まれてDF陣が振り切られ、３点目を失います。

▲後半13分：成田CKの好機を市原守備に阻まれてすぐの時間帯でした。逆に成田守備陣のクリヤボールをカット
されて、空いたスペースをそのままドリブルされ、たまらずGK飛び出すも押込まれ２点目を献上。

第６９回 千葉県民体育大会サッカー競技(女子)３/3）

２回戦結果：競合相手に前半０－０で折り返しながらも後半崩れベス４入りならず

■前半22分：成田アタッカー陣も少ないチャンスとを生かして攻めます。左中央付近で縦パスをもらった静香が、
ドリブルで相手守備陣を抜き、ぺナエリヤに入った絵里に絶妙なパスを通します、これをフォアポスト側にシュー
トを放ちますが、相手GKがはじき出し守備陣がクリヤ。この場面に逆サイドに、もう一枚が欲しい所。

市原市代表 5

■前半５分：立ち上がりから睨み見合いのような状況の中、いきなり成田にチャンスが訪れます。中盤で佳穂が競
り勝ち、その球をぺナエリヤ中央にいた静香にパス、短くトラップして反転、相手守備の寄せをかわしてシュート
まで持ち込みますが、距離もあり相手キーパーが難なく処理します。
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